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2024年 4月 1日 

各 位 

マテリアリティの特定およびサステナビリティ基本方針の策定について

 当社は、サステナビリティ経営の実践による中長期的な企業価値の向上を図るため、マテリアリティ

を特定するとともに、サステナビリティに関する基本的な考え方を踏まえたサステナビリティ基本方針

を策定しましたので、お知らせいたします。 

記 

１．マテリアリティの特定 

当社グループの役職員が共通の認識を持ってマテリアリティに対応していくため、以下のとおり、

マテリアリティを定義いたしました。

＜マテリアリティの定義＞ 

地域社会の変化と幅広いステークホルダーのニーズを踏まえた、 

当社グループの価値創造に大きく影響する重要項目 

マテリアリティの特定にあたっては、「環境・社会課題が当社グループへ及ぼす影響」および「当

社グループが環境・社会課題へ及ぼす影響」の双方の視点からマテリアリティ候補を選定し、それら

を社内外役員等の経営陣および外部有識者による重要度評価を実施のうえ、整理・統合いたしました。 

その特定プロセスおよび特定したマテリアリティは以下のとおりです。 

＜特定プロセスおよびマテリアリティ＞ 

会 社 名 株式会社いよぎんホールディングス 

代表者名 代表取締役社長  三 好 賢 治 

（コード番号 5830 東証プライム市場） 

問合せ先 経営企画部長  林 光 博 

（TEL．089-907-1034） 
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また、各マテリアリティに対する当社グループの取組姿勢を基本方針として定めるとともに、各マ

テリアリティの関連テーマを設定することで、当社グループの事業活動等へのつながりを明確にして

おります。 

＜各マテリアリティの基本方針/関連テーマ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．サステナビリティに関する基本的な考え方 

今般、環境・社会課題を踏まえた企業の持続可能性について従来にも増して注目が集まるなか、当

社グループにおけるサステナビリティに関する基本的な考え方を社内外に分かりやすく発信すると

ともに、更にその取組みを推進していくため、当社グループの経営上の基本方針として明文化いたし

ました。 

＜サステナビリティに関する基本的な考え方＞ 

当社グループは、企業理念において存在意義「潤いと活力ある地域の明日を創る」を掲げており、存

立基盤である愛媛県を中心とした瀬戸内圏域の地域社会の発展が、私たちの成長の源泉であると認識し

ています。 
地域社会は環境・社会構造の変化の影響を受けており、地域社会の持続性の維持・向上のためには、

こうした変化によって生じる課題に対応することが必要となっています。 
当社グループは、こうした地域社会の変化を踏まえ、特に自らの価値創造に大きく影響する重要項目

をマテリアリティとして定め、マテリアリティに対して事業活動・社会貢献活動の両面からグループ横

断的に対応することで、地域社会の持続性の維持・向上に貢献し、中長期的な企業価値の向上を目指し

ます。 
 

３．サステナビリティ基本方針の策定（別紙） 

サステナビリティ基本方針は、上記の「マテリアリティ」および「サステナビリティに関する基本

的な考え方」で構成するよう策定いたしました。 

以 上 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
経営企画部 上田、大森 
（TEL．089-907-1034） 



（別紙）  

 

サステナビリティ基本方針  

 

１．基本的な考え方  

当社グループは、企業理念において存在意義「潤いと活力ある地域の明日

を創る」を掲げており、存立基盤である愛媛県を中心とした瀬戸内圏域の地

域社会の発展が、私たちの成長の源泉であると認識しています。  

地域社会は環境・社会構造の変化の影響を受けており、地域社会の持続性

の維持・向上のためには、こうした変化によって生じる課題に対応すること

が必要となっています。  

当社グループは、こうした地域社会の変化を踏まえ、特に自らの価値創造

に大きく影響する重要項目をマテリアリティとして定め、マテリアリティに

対して事業活動・社会貢献活動の両面からグループ横断的に対応することで、

地域社会の持続性の維持・向上に貢献し、中長期的な企業価値の向上を目指

します。  

 

２．マテリアリティの定義  

地域社会の変化と幅広いステークホルダーのニーズを踏まえた、  

当社グループの価値創造に大きく影響する重要項目  

 

３．マテリアリティ  

マ テ リ ア リ テ ィ  
基 本 方 針  

関 連 テ ー マ  

気 候 変 動 ・  

環 境 負 荷  

当 社 グ ル ー プ が 環境に 配 慮 し た 事 業 活動を 展 開 す る と と もに、お 客

さ ま の 気 候 変 動 対応お よ び 脱 炭 素 化 に向け た 取 組 み を 金 融・非 金 融

の 両 面 か ら 支 援 し、豊 か な 地 球 環 境 ・自然 資 本 の 維 持 に 貢献す る 。  

● 環 境 に 配 慮 し た事業 活 動 の 展 開   

● 投 融 資 先 を 通 じた環 境 負 荷 の 緩 和  

人 口 減 少 ・  

少 子 高 齢 化  

デ ジ タ ル 技 術 を 駆 使 し た 支 援 に よ っ て 地 域 の 生 産 性 を 向 上 さ せ る

と と も に 、付 加 価 値の 高 い 商 品・ サ ー ビス の 提 供 や 金 融 教育活 動 を

通 じ て 、あ ら ゆ る世代 の 人 々 が 安 心 して生 活 で き る 社 会 の実現 に 貢

献 す る 。  

● DX ● 地 域 の 雇用創 出 ・ 所 得 増 加   

● 交 流 人 口 ・ イ ンバウ ン ド 拡 大  

● 人 生 100 年 時 代への 対 応  ● 金 融 包摂（ 金 融 へ の ア ク セス）  



マ テ リ ア リ テ ィ  
基 本 方 針  

関 連 テ ー マ  

地 域 経 済 ・ 産 業 の

持 続 的 な 発 展  

当 社 グ ル ー プ の ビジネ ス モ デ ル の 変 革に取 り 組 む と と も に、お 客 さ

ま の 新 た な 挑 戦 や価値 創 造 を 促 進 す ること で 、地 域 の 稼 ぐ力を 創 出

し 、 地 域 経 済 ・ 産業の 発 展 に 貢 献 す る。  

● サ ス テ ナ ビ リ ティ領 域 に お け る 新 たな価 値 創 出   

● 地 域 産 業 の 振 興  ● 事 業 承 継  

● 新 た な 産 業 や イノベ ー シ ョ ン の 創 出  

● 地 域 の 金 融 ・ 情報リ テ ラ シ ー の 向 上  

● 地 域 企 業 ・ パ ートナ ー ・ 自 治 体 と 協働し た エ コ シ ス テ ムの形 成   

● 地 域 の イ ン フ ラ整備 に よ る 活 力 あ るまち づ く り  

人 的 資 本 の  

拡 充  

当 社 グ ル ー プ の 競 争 優 位 の 源 泉 で あ る 人 財 一 人 ひ と り の エ ン ゲ ー

ジ メ ン ト を 高 め るとと も に 、 多様 な 個 を尊 重 し 、 地域 や お 客さ ま へ

新 た な 価 値 を 提 供する 人 財 を 育 成 す る。  

● 人 財 育 成  ● 人財確 保 ・ 定 着  ● DE&I  

● 人 権 尊 重  ● 従業員 の 健 康 と 安 全  

イ ン テ グ リ テ ィ の  

追 求  

す べ て の 役 職 員 が社会 的 倫 理 観 に 基 づいて 自 律 的 に 正 し く行動 し 、

誠 実 に 職 務 へ 向 き合い 、風 通 しの よ い 組 織風 土 を 醸 成 す る。そ して 、

公 正 な 事 業 活 動 お よ び 透 明 性 の 高 い 情 報 開 示 の 実 践 を 通 じ て 、 ス

テ ー ク ホ ル ダ ー との強 固 な 信 頼 関 係 を構築 す る 。  

● お 客 さ ま 本 位  ●商 品 ・ サ ー ビ ス の品質   

● コ ン プ ラ イ ア ンス  ● リ ス ク 管 理  ●コ ー ポ レ ー ト ガ バナン ス   

● ス テ ー ク ホ ル ダーと の 対 話  
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